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武
蔵
野
台
地
の
小
さ
な
街
の
記
憶

　

 

引
又
宿
か
ら
志
木
町
へ
、
そ
し
て
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
の
志
木
市
へ

　
「
伊
豆
殿
堀
」
が
市
内
を
通
過
し
て
商
業
は
繁
栄
し
た
が
・
・
・

 

五・一 

「
引
又
宿
」
の
「
会
所
」

　

弘
化
四
年（1847

）に
、二
十
二
才
で
星
野
家
に
迎
え
ら
れ
た
養
嗣
子
は
半
平（
星
野
家
二
代
目
）と
名
乗
り
、

引
又
宿
の
名
主
役
を
継
い
だ
。
江
戸
時
代
に
は
自
治
集
会
所
が
あ
っ
て
、
そ
の
こ
ろ
、
星
野
家
の
屋
敷
は

「
会
所
」
と
呼
ば
れ
、
近
隣
の
人
々
の
良
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。

　

半
平
は
、
地
域
の
紛
争
を
調
停
す
る
こ
と
に
優
れ
た
手
腕
を
発
揮
し
、
名
主
を
辞
め
た
後
も
地
区
内
の

多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
を
仲
裁
し
、
解
決
し
た
。
知
識
人
の
半
平
が
、
ま
ち
の
情
報
通
と
し
て
残
し
た
の
は
、
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タ
ブ
ロ
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ド
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版
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し
て
再
編
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ま
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電
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書
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用
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ア
プ
リ
ケ
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シ
ョ
ン
等
で
お
読
み
下
さ
い
。
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五・二　
「
星
野
半
右
衛
門
日
記
」・
・
・

　

幕
末
の
こ
ろ
、
彼
は
品
川
の
御
台
場
ま
で
船
に
乗
っ
て
視
察
に
出
掛
け
、
現
・
板
橋
区
、
高
島
平
で
行

わ
れ
た
役
人
の
大
砲
の
演
習
を
見
学
し
た
。
明
治
維
新
の
時
代
と
な
っ
て
、
ペ
リ
ー
の
率
い
る
黒
船
の
来

航
、
川
越
藩
か
ら
浦
賀
へ
の
出
動
、
各
大
名
に
よ
る
防
備
固
め
、
黒
船
の
浦
賀
沖
か
ら
の
退
去
な
ど
に
つ

い
て
多
く
の
見
聞
を
得
て
、日
記
に
詳
し
く
記
録
し
た
。半
平
は
襲
名
し
て
半
右
衛
門
と
称
し
た
の
で
、「
星

野
半
右
衛
門
日
記
」
と
呼
ば
れ
る
。

　

こ
の
日
記
に
は
身
の
回
り
に
起
こ
っ
た
日
常
の
生
活
な
ど
も
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
当
時
を
偲

ぶ
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
志
木
市
の
「
指
定
文
化
財
」
に
指
定
さ
れ
た
。

　

初
代
の
半
平
さ
ん
が
残
し
た
「
引
又
宿
古
絵
図
」（
本
紙
の
前
号
を
参
照
）
と
二
代
目
の
半
平
さ
ん
の
「
星

野
半
右
衛
門
日
記
」
は
、
志
木
市
の
歴
史
を
知
る
上
で
極
め
て
重
要
な
資
料
だ
が
、
こ
れ
ら
が
世
に
出
た

の
は
、
当
時
、
志
木
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長
を
さ
れ
て
い
た
神
山
健
吉
氏
の
調
査
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

　

そ
の
と
き
の
状
況
を
神
山
さ
ん
は
語
っ
て
い
る
。

　
「
星
野
半
右
衛
門
さ
ん
の
曾
孫
、
モ
ト
さ
ん
が
住
ん
で
い
た
逗
子
に
伺
っ
た
の
は
、
昭
和
四
十
八
年

（1973

）
六
月
の
こ
ろ
、
初
対
面
だ
っ
た
が
、
歴
史
的
な
史
料
を
蒐
集
す
る
た
め
に
志
木
か
ら
来
ま
し
た

と
説
明
す
る
と
、
快
く
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
出
し
て
こ
ら
れ
た
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
中
に
入
れ
て
あ
り
、

の
り
が
剥
が
れ
て
い
た
が
、
拝
見
す
る
と
、「
星
野
半
右
衛
門
日
記
」
や
、「
引
又
宿
古
絵
図
」
な
ど
、
大

変
貴
重
な
も
の
だ
が
、
そ
れ
ら
を
丸
ま
っ
た
形
の
ま
ま
で
貸
し
て
下
さ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
年
八
月

頃
、
モ
ト
さ
ん
は
亡
く
な
り
、
そ
の
上
、
息
子
さ
ん
の
和
正
さ
ん
は
四
十
代
半
ば
、
昭
和
五
十
年
に
亡
く

な
っ
た
。
今
は
和
正
氏
の
奥
さ
ん
、
律
子
さ
ん
と
そ
の
息
子
さ
ん
、
娘
さ
ん
が
お
ら
れ
、
奥
さ
ん
は
「
茜
」

と
い
う
染
物
の
お
店
を
開
い
て
お
ら
れ
る
」。

 

五・三 　
「
志
木
宿
」
の
誕
生　
親
村
と
子
村
は
対
立
し
て
い
た
・
・
・

　

そ
れ
ま
で
、自
然
な
形
で
発
生
し
た「
村
」の
区
域
は
、明
治
二
十
一
〜
三
年
、「
町
村
制
」の
施
行
に
よ
っ

て
、
数
ヶ
村
ご
と
に
纏
め
ら
れ
た
。
全
国
的
な
規
模
で
、
大
き
な
行
政
単
位
に
、
と
い
う
お
上
か
ら
の
指

令
と
は
い
え
、
他
村
に
吸
収
さ
れ
る
形
を
嫌
う
の
は
い
つ
の
時
代
で
も
同
じ
だ
。

　

例
え
ば
、
合
併
以
前
の
村
々
の
名
前
を
一
字
ず
つ
取
っ
て
新
し
い
村
名
と
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ

た
。
旧
鶴
瀬
村
（
現
・
富
士
見
市
）
は
鶴
馬
と
勝
頼
の「
鶴
と
瀬
」を
合
わ
せ
、旧
水
谷
村
（
同
）
は
水
子
と
針
ヶ

谷
の
「
水
と
谷
」
を
取
っ
て
名
付
け
た
、
な
ど
は
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

明
治
中
期
の
合
併
に
先
立
っ
て
、
明
治
七
年
、
舘
村
と
引
又
町
と
の
合
併
は
行
わ
れ
た
。
そ
の
契
機
と

な
っ
た
の
は
、
明
治
五
年
に
実
施
さ
れ
た
、
地
主
の
所
有
権
を
公
的
に
証
明
す
る
県
発
行
の
「
地
券
」（
権
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同
四
十
三
年
、
土
地
を
原
林
吉
に
売
却
し
、
裏
地
に
建
物
な
ど
の
一
部
を
裏
地
に
移
転
し
た
が
、
そ
の
後
、

間
も
な
く
亡
く
な
っ
た
。
跡
地
に
は
、
一
時
的
に
「
警
察
署
」
が
置
か
れ
た
が
、
原
林
吉
は
、「
朝
日
屋
」（
薬

問
屋
）
の
建
物
の
建
設
に
取
り
掛
か
る
。
明
治
四
十
五
年
に
完
工
し
て
、
現
地
の
斜
め
向
い
側
で
営
業
し
て
い

た
店
舗
を
、
新
家
屋
に
移
転
し
た
。

　
こ
の
建
物
は
、
二
代
目
原
林
三
、三
代
目
原
昭
二
に
継
承
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
創
業
は
明
治
二
十

年
代
に
営
業
が
始
ま
っ
た
の
で
、
創
業
百
二
十
年
、
現
在
の
建
物
の
う
ち
、
主
屋
は
百
余
年
を
経
て
維
持
さ

れ
た
。
そ
の
後
増
築
さ
れ
た
別
棟
な
ど
を
含
む
七
件
は
、
平
成
十
五
年
、「
録
文
化
財
」
と
し
て
官
報
に
公

示
さ
れ
、「
登
録
証
」
が
交
付
さ
れ
た
（
本
紙
の
「
か
わ
ら
版
」
∧2003

∨
）。

 

五・四 

「
会
所
」
は
そ
の
後
・
・
・

　

紛
争
の
調
停
に
手
腕
を
発
揮
し
た
星
野
半
右
衛
門
は
、
明
治
六
年
に
戸
長
（
の
ち
の
町
長
に
当
る
）
を
務

め
た
が
、
明
治
三
十
年
代
に
な
る
と
、
裏
に
引
っ
込
ん
で
隠
居
所
に
入
る
。
代
わ
っ
て
、
息
子
の
照
二
が

町
長
を
勤
め
、
町
政
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
し
か
し
、
政
治
的
な
妥
協
を
好
ま
ず
、
孤
立
し
て
、
財

政
的
に
も
「
会
所
」
の
土
地
の
維
持
が
困
難
に
な
る
。

　

土
地
を
原
林
吉
に
売
却
し
、
建
物
な
ど
の
一
部
を
裏
に
移
転
し
た
。
彼
は
、
そ
の
後
、
間
も
な
く
亡
く

な
り
、
跡
地
に
は
、「
警
察
署
」
が
置
か
れ
た
。
地
主
と
な
っ
た
原
林
吉
は
、「
朝
日
屋
」（
薬
問
屋
）
の
建

利
証
と
も
い
う
べ
き
も
の
）
の
作
成
だ
っ
た
。
旧
来
の
検
地
帳
な
ど
の
土
地
帳
簿
と
照
合
し
て
行
わ
れ
た
が
、

従
来
の
検
地
帳
で
は
、
舘
村
と
引
又
町
の
土
地
は
同
じ
帳
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
舘
村
は

一
体
化
す
べ
き
だ
と
の
意
見
を
県
当
局
に
提
出
し
た
。
一
方
、
引
又
町
で
は
地
券
の
一
体
化
に
対
し
「
分

村
願
」
を
提
出
し
て
鋭
く
対
立
し
た
。

　

明
治
六
年
、
地
券
に
つ
い
て
は
、
引
又
町
は
舘
村
名
義
で
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
が
県
の
裁
定
で
決
ま
り
、

翌
七
年
、両
町
村
は
合
併
し
て
「
志
木
宿
」
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、農
村
だ
っ
た
親
村
の
「
舘

村
」
に
対
し
て
、子
村
で
は
あ
る
が
、河
岸
場
・
市
場
・
宿
場
を
も
ち
、繁
盛
す
る
商
い
の
町
場
だ
っ
た
「
引

又
町
」
の
住
人
た
ち
の
鼻
息
は
荒
か
っ
た
の
で
、肌
合
い
が
異
な
る
住
民
の
対
立
は
先
鋭
化
し
て
い
っ
た
。

　

両
者
の
対
立
解
消
を
目
論
ん
だ
県
の
役
人
は
、
妥
協
案
と
し
て
、
昔
こ
の
近
く
に
あ
っ
た
「
志
木
郷
」

と
い
う
郷
の
名
称
か
ら
「
志
木
」
を
借
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
決
着
し
た
。

 

五・三 

「
会
所
」
は
そ
の
後
・
・
・

　

紛
争
の
調
停
に
手
腕
を
発
揮
し
た
星
野
半
右
衛
門
は
、
明
治
六
年
に
戸
長
（
の
ち
の
町
長
に
当
る
）
を
務
め

た
が
、
明
治
三
十
年
代
に
な
る
と
、
裏
に
引
っ
込
ん
で
隠
居
所
に
入
っ
た
。
代
わ
っ
て
、
明
治
四
十
年
代
の

始
め
頃
、
息
子
の
照
二
が
町
長
を
勤
め
、
町
政
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
し
か
し
、
政
治
的
な
妥
協
を
好

ま
ず
、
孤
立
し
て
、
財
政
的
に
も
「
会
所
」
の
土
地
の
維
持
が
困
難
に
な
る
。
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物
の
建
設
に
取
り
掛
か
り
、
明
治
四
十
五
年
に
完
工
し
た
。

　

現
地
の
斜
め
向
い
側
で
営
業
し
て
い
た
店
舗
は
、
新
家
屋
に
移
転
さ
れ
、
二
代
、
林
三
、三
代
、
昭
二

に
継
承
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
明
治
二
十
年
代
に
営
業
が
始
ま
っ
た
の
で
、
創
業
し
て
百
二
十
年

と
な
り
、
現
在
の
主
屋
は
百
余
年
を
経
て
維
持
さ
れ
て
き
た
。

　

そ
の
後
、
林
三
に
よ
っ
て
増
築
さ
れ
た
別
棟
な
ど
を
含
む
七
件
は
、
平
成
十
五
年
、「
登
録
文
化
財
」

と
し
て
官
報
に
公
示
さ
れ
、文
化
庁
か
ら
「
登
録
証
」
が
交
付
さ
れ
た
（
本
紙
の
「
か
わ
ら
版
」
∧2007

∨
）。

時
代
は
戻
っ
て
、「
会
所
」
だ
っ
た
頃
の
、

 

五・五 　
半
右
衛
門
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
・
・
・

　

彼
が
青
年
期
・
壮
年
期
を
送
っ
た
嘉
永
か
ら
安
政
に
か
け
て
、
身
の
回
り
で
起
こ
っ
た
出
来
事
で
あ
る
。

今
に
残
さ
れ
た
の
は
、
嘉
永
五
年
（1852
）
〜
安
政
二
年
（1855

）、
同
四
年
（1857

）、
及
び
明
治
八
年
、

同
十
一
年
〜
十
三
年
の
部
分
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

彼
の
生
い
立
ち
は
、
文
政
八
年
（1825

）、
白
子
宿
（
現
・
和
光
市
）
の
名
家
富
沢
家
の
次
男
に
生
ま
れ
、

星
野
家
に
養
子
に
入
り
、
二
十
二
才
で
名
主
役
を
務
め
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
引
又
宿
の
政
治
に
重
き

を
な
す
一
方
で
、
農
業
、
地
主
、
質
屋
経
営
、
寺
子
屋
経
営
等
を
も
行
い
、
引
又
の
経
済
の
一
翼
を
担
う
人

物
だ
っ
た
。
日
記
に
は
、
彼
の
眼
に
映
っ
た
事
柄
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
志
木
地
域
で
幕
末
の
様
子

を
知
る
貴
重
な
史
料
と
な
っ
た
。

　
「
半
右
衛
門
日
記
」
は
、
神
山
健
吉
氏
他
に
よ
っ
て
、
詳
細
な
分
析

と
丁
寧
な
解
説
が
付
さ
れ
、
志
木
市
史
の
別
編
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

　

志
木
市
に
移
り
住
み
、
そ
の
歴
史
に
触
れ
て
「
半
右
衛
門
日
記
」
に

興
味
を
も
っ
た
島
田
公
男
氏
（「
志
木
の
ま
ち
案
内
人
の
会
」）
は
、
新
し
い

視
点
を
も
っ
て
読
み
解
き
、
幕
末
に
生
き
た
人
々
の
実
像
を
探
索
し
て

い
る
（
本
紙
48
号
）。
そ
の
中
の
幾
つ
か
を
紹
介
し
た
い
。

　

女
性
の
江
戸
行
き
小
旅
行

　

島
田
氏
は
、
半
右
衛
門
日
記
の
中
の
女
性
に
注
目
し
、「
江
戸
時
代

は
封
建
時
代
で
、
女
性
は
虐
げ
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
勝
ち
だ
が
、
決

し
て
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
現
代
よ
り
も
、
自
由
闊
達
に
人
生

を
楽
し
ん
で
い
た
時
代
の
よ
う
に
思
う
」、
と
記
し
て
い
る
。

　

半
右
衛
門
の
養
母
の
ゑ
と
妻
ち
か
（
実
家
の
望
月
氏
は
豪
商
）
は
、
よ

く
泊
り
が
け
で
出
掛
け
、
実
家
に
数
日
か
ら
十
日
も
実
家
に
帰
る
こ
と

が
あ
り
、
江
戸
に
さ
え
も
よ
く
出
掛
け
た
よ
う
だ
。
以
下
、
養
母
と
妻

「
星
野
半
右
衛
門
日
記
」

www.city.shiki.lg.jp
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お
春
さ
ん
の
家
出
事
件
は
・
・
・

　

○ 

嘉
永
六
年
（1853

）
十
二
月
十
一
日
、 

夜
五
つ
半
時
頃
、
三
上
権
兵
衛
殿
娘
お
春
ど
の
義
、
下
女
さ

き
を
連
れ
ふ
と
家
出
い
た
し
候
に
付
、
我
等
并
び
に
三
上
一
門
の
若
手
作
次
郎
殿
外
に
三
上
酒
蔵
杜
氏
右
三

人
に
て
同
刻
よ
り
白
子
通
り
道
々
相
尋
ね
る
。

　

三
上
権
兵
衛
は
、
商
売
や
酒
造
業
な
ど
を
手
が
け
て
い
る
豪
商
兼
実
業
家
、
半
右
衛
門
と
は
村
役
人
仲

間
で
、
日
頃
か
ら
親
し
く
付
き
合
う
友
人
だ
っ
た
。
お
春
さ
ん
は
、
引
又
か
ら
早
舟
に
乗
る
と
行
先
が
ば
れ

て
し
ま
う
の
で
、
朝
霞
或
い
は
白
子
あ
た
り
ま
で
歩
い
て
い
き
、
途
中
で
早
舟
に
乗
っ
た
も
の
と
思
れ
た
。
そ

の
行
動
は
全
て
お
見
通
し
で
、
半
右
衛
門
ら
は
お
春
さ
ん
ら
の
足
取
り
を
道
々
聞
き
取
り
を
し
な
が
ら
、
早

舟
を
先
回
り
し
、
歩
い
て
千
住
橋
戸
町
井
上
八
百
八
殿
方
千
住
に
向
か
う
。
刻
限
明
け
七
つ
過
ぎ
到
着
、
同

人
方
に
罷
り
居
り
早
舟
を
相
待
ち
候
処
翌
日
に
移
る
。

　
「
早
舟
＝
又
は
早
船
」
に
て
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
気
楽
に
江
戸
と
の
行
き
来
来
が
で
き
る
の
は
こ
の
早
舟

の
お
陰
で
は
、
と
考
え
ら
れ
る
。
新
河
岸
川
の
舟
運
が
乗
客
を
運
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
天
保
年
間
か
ら
と

言
わ
れ
、
こ
の
時
期
、
早
舟
は
夜
に
引
又
を
出
て
、
翌
朝
、
江
戸
に
着
い
て
お
り
、
新
河
岸
（
現
・
川
越
市
）

を
出
発
し
て
途
中
の
引
又
等
で
客
を
乗
降
さ
せ
な
が
ら
川
を
下
っ
て
い
っ
た
。
江
戸
か
ら
帰
る
便
も
徹
夜
で
運

行
さ
れ
、
朝
に
は
引
又
に
着
い
て
い
た
。
ま
た
、
深
夜
、
引
又
に
到
着
す
る
便
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

の
江
戸
行
に
つ
い
て
、

　

○ 

嘉
永
六
年
（1853

）
四
月
十
五
日
、
お
ち
か
并な
ら
び
に
栄
之
進
（
の
ち
に
照
二
と
名
前
を
変
え
る
）
両
人
義
今

夜
早
船
に
て
江
戸
行
、尤
も
新
河
岸
望
月
氏
母
様
矢
張
り
早
船
に
て
江
戸
へ
御
出
の
趣
。○ 

同
月
二
十
一
日
、 

お
ち
か
并
び
に
栄
之
進
両
人
義
今
夜
四
つ
半
頃
帰
り
。
但
し
新
河
岸
早
舟
に
乗
来
り
、
引
又
河
岸
迄
花
川
戸

中
村
屋
老
母
わ
ざ
わ
ざ
送
り
呉
れ
候
由
。
○ 

同
年
十
二
月
二
十
二
日
、
今
朝
母
義
早
舟
に
乗
り
江
戸
よ
り

帰
る
。 

○ 

嘉
永
七
年
十
月
二
十
三
日
、 

母
義
早
船
に
て
江
戸
へ
行
。
○
同
月
二
十
九
日
、
朝
、
母
義
早
船

に
て
江
戸
よ
り
帰
宅
い
た
し
。

　

当
時
の
江
戸
、
花
川
戸
は
・
・
・

　

現
・
台
東
区
花
川
戸
一
丁
目
近
辺
に
当
り
、
東
武
伊
勢
崎
線
浅
草
駅
と
松
屋
デ
パ
ー
ト
か
ら
浅
草
寺
と
隅

田
川
の
中
間
の
辺
り
と
な
る
。
一
行
は
、
浅
草
花
川
戸
の
取
引
先
宅
に
お
世
話
に
な
っ
た
か
、
そ
の
近
辺
の
旅

籠
に
宿
泊
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
島
田
氏
は
推
測
し
て
い
る
。

　

浅
草
は
当
時
も
大
変
な
盛
り
場
で
、
花
川
戸
か
ら
目
と
鼻
の
先
の
猿
若
町
（
現
・
浅
草
六
丁
目
）
は
芝
居
小

屋
が
軒
を
連
ね
て
お
り
、
さ
な
が
ら
江
戸
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
だ
っ
た
。
祖
母
、
母
、
孫
の
三
人
連
れ
で
芝
居

見
物
を
楽
し
み
、
ま
た
観
音
様
を
始
め
、
お
寺
が
多
い
町
な
の
で
、
神
社
仏
閣
へ
の
参
詣
も
し
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
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そ
れ
に
し
て
も
、
人
妻
の
不
義
に
対
す
る
お
仕
置
き
が
上
級
武
家
屋
敷
へ
の
奉
公
と
い
う
の
は
、
現
代
人

が
成
る
程
と
思
う
良
い
対
応
の
よ
う
で
も
あ
る
。

　
半
右
衛
門
の
日
常
は
・
・
・

　

年
中
行
事
の
遂
行
、
公
務
、
役
所
か
ら
の
呼
出
へ
の
対
応
や
出
張
し
て
く
る
役
人
の
応
対
、
訴
訟
の
調
停
、

次
々
と
持
ち
込
ま
れ
る
相
談
事
の
対
応
、仲
人
役
の
遂
行
と
結
婚
式
、稲
作
と
畑
作
、商
売
、寺
子
屋
の
師
匠
、

神
事
と
仏
事
、
葬
式
、
頻
繁
に
訪
ね
て
く
る
親
類
・
知
人
・
商
売
相
手
と
の
応
対
、
商
売
の
代
金
取
立
て
旅
行
、

等
等
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
そ
し
て
何
か
事
件
が
あ
っ
た
時
、
例
え
ば
ペ
リ
ー
が
二
回
目
に
浦

賀
に
来
た
し
ば
ら
く
後
、
江
戸
の
勘
定
方
役
人
の
用
人
か
ら
衣
装
を
借
り
て
侍
に
変
装
し
、
役
人
の
お
供
と

し
て
お
台
場
の
砲
台
工
事
を
見
学
に
行
っ
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
殆
ど
毎
日
と
言
っ
て
良
い
く
ら
い
に
知
人

友
人
と
酒
を
飲
み
交
わ
し
て
い
て
、
半
右
衛
門
は
、
現
代
人
と
比
べ
て
も
心
豊
か
に
充
実
し
た
人
生
を
送
っ

て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
、
と
島
田
氏
は
述
べ
、
半
右
衛
門
日
記
か
ら
知
り
得
る
幕
末
の
引
又
は
、
と
て
も

良
い
時
代
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
、
と
結
ん
で
い
る
。

 

五・六 　
そ
の
後
星
野
家
で
は
・
・
・

　

半
右
衛
門
の
長
男
、
栄
之
進
が
照
二
と
名
を
変
え
、
す
で
に
記
し
た
よ
う
に
（
五・四
を
参
照
）、
明
治
三
十

年
代
か
ら
志
木
町
長
を
務
め
た
。
同
三
十
四
年
、
そ
れ
ま
で
の
「
寺
子
屋
」
か
ら
脱
却
す
る
た
め
、
小
学
校

　

○ 

翌
十
二
日
、
明
七
つ
半
よ
り
八
百
八
殿
方
に
て
待
ち
居
り
候
処
、
朝
四
つ
時
新
河
岸
早
船
に
て
お
春
ど

の
下
女
共
両
人
乗
来
た
り
候
間
取
押
え
、
食
事
等
い
た
し
、
杜
氏
は
宿
元
へ
知
ら
す
為
と
し
て
引
又
へ
遣
し
。

お
春
殿
・
下
女
・
我
ら
・
作
次
郎
都
合
四
人
八
百
八
殿
方
よ
り
屋
根
舟
に
乗
り
日
本
橋
迄
行
、
此
の
舟
賃

金
壱
分
外
に
酒
代
弐
百
文
遣
し
（
高
額
で
、
半
右
衛
門
は
、
奮
発
し
た
よ
う
だ
）。
但
し
江
戸
橋
よ
り
上
り
室
町
伊

勢
屋
四
郎
兵
衛
殿
（
友
人
か
取
引
先
か
。
住
所
は
室
町
三
丁
目
。
日
本
橋
一
番
の
中
心
街
）
へ
立
寄
り
、
そ
れ
よ
り
馬

喰
町
弐
丁
目
武
蔵
屋
仁
兵
衛
と
申
す
旅
籠
屋
へ
行
き
泊
り
。

　

家
出
し
た
お
春
さ
ん
は
、
こ
の
事
件
の
一
年
半
後
に
、
半
右
衛
門
の
仲
人
で
結
婚
し
た
の
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ

二
年
後
に
は
、
ま
た
星
野
家
の
お
世
話
に
な
る
。

　
お
春
さ
ん
の
不
義
事
件
・
・
・

　

○ 

安
政
四
年
（1857

）
一
月
十
三
日
、
三
上
伊
太
郎
女
房
は
る
義
、
不
儀
の
始
末
之
有
り
、
今
夜
早
舟
に

て
江
戸
表
へ
遣
し
、
但
し
我
ら
母
同
道
に
て
行
。
御
老
中
堀
田
様
御
屋
敷
へ
奉
公
に
上
候
。

　
三
上
伊
太
郎
の
女
房
お
春
が
不
義
事
件
を
起
こ
し
て
所
払
い
に
な
り
、
お
春
を
江
戸
の
奉
公
先
に
連
れ
て

行
く
の
が
半
右
衛
門
の
役
目
だ
っ
た
。
老
中
堀
田
様
と
は
、
駐
日
米
国
総
領
事
の
ハ
リ
ス
に
修
好
通
商
条
約

を
突
き
付
け
ら
れ
て
四
苦
八
苦
し
た
あ
の
堀
田
正
睦
で
、
彼
が
条
約
の
勅
許
を
得
る
為
に
上
洛
す
る
丁
度
一

年
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
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し
た
。
近
隣
か
ら
は
、「
会
所
」
の
風
情
が
残
さ

れ
て
い
た
の
で
、
頼
り
に
さ
れ
た
ら
し
い
。
な
お
、

残
さ
れ
た
照
二
の
娘
、
わ
し
さ
ん
は
、
山
口
県
の

方
か
ら
婿
入
り
し
た
礼
蔵
さ
ん
と
の
間
に
子
供
が

二
人
い
て
四
人
家
族
だ
っ
た
。
娘
は
モ
ト
さ
ん
、

弟
の
息
子
は
、
経
師
屋
さ
ん
と
し
て
宮
内
庁
に

も
勤
務
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、

大
正
八
、九
年
に
早
死
し
た
の
で
、
急
遽
姉
の
モ

ト
さ
ん
は
、
群
馬
県
の
方
か
ら
修
蔵
さ
ん
と
い
う

婿
を
貰
っ
て
瀬
戸
物
屋
を
開
い
た
」。

　

前
頁
に
記
し
た
よ
う
に
、
神
山
氏
が
葉
山
に
赴

い
て
多
く
の
貴
重
な
資
料
を
入
手
さ
れ
た
が
、
こ

れ
ら
を
渡
し
た
方
が
、
こ
の
モ
ト
さ
ん
（
星
野
半
右

衛
門
の
曾
孫
、
照
二
の
孫
に
当
る
）
で
あ
る
。

　

さ
て
、
志
木
市
の
歴
史
を
語
る
た
め
に
は
、
そ

校
舎
の
建
設
を
県
に
申
請
し
て
建
築
を
開
始
し
た
が
、
そ
の
費
用
の
支
出
を
廻
っ
て
、
町
会
議
員
と
対
立
、

退
職
に
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
の
後
助
役
と
し
て
町
政
に
復
帰
し
た
が
、
議
会
と
の
対
立
は
解
か
れ
ず
、
辞
任

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
本
紙
五
十
一
号
（2011

）
に
、『
国
民
新
聞
』（
徳
富
蘇
峰
が
発
刊
し
た
日
刊
紙
）、
明
治

四
十
年
十
二
月
、
冒
頭
の
記
事
、『
志
木
町
の
紛
糾
』
と
題
す
る
部
分
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

照
二
は
つ
い
に
自
身
の
居
宅
を
引
払
っ
て
政
治
か
ら
離
れ
、
自
宅
の
裏
手
に
転
居
し
た
。
明
治
三
十
五
年
の

「
埼
玉
県
商
業
便
覧
」
に
よ
る
と
、
巡
査
部
長
、
派
出
所
、
そ
の
隣
り
に
魚
屋
さ
ん
の
植
木
平
吉
（
富
士
通

の
角
地
に
移
転
さ
れ
た
「
魚
平
」
さ
ん
）
と
記
さ
れ
て
い
て
、
先
祖
代
々
続
い
た
「
会
所
」
の
建
物
は
無
い
（
次
頁

下
に
示
し
た
図
表
＝
中
央
を
野
火
止
用
水
が
流
れ
る
、
現
・
本
町
二
、三
丁
目
の
「
市
場
通
り
」、
バ
ス
停
の
「
富
士
道
」
と
「
市

場
坂
上
」
間
を
参
照
）。

　

屋
敷
全
体
の
土
地
を
手
放
す
こ
と
に
な
っ
て
、
明
治
三
十
九
年
（1906

）、
原
林
吉
と
売
買
の
契
約
が
行
わ

れ
る
（
同
地
に
現
在
の
「
朝
日
屋
原
薬
局
」
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
＝
「
五・四
」
を
参
照
）。
そ
の
間
の
明

治
四
十
三
年
初
頭
に
照
二
は
死
去
し
た
の
で
、
同
居
し
て
い
た
娘
、
そ
の
婿
、
子
供
達
は
、
志
木
か
ら
転
出

し
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
が
何
時
だ
っ
た
か
、
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、「
か
つ
て
の
志
木
を
語
る
」

と
題
す
る
座
談
会
（
本
紙
三
十
六
号
∧2007

∨
）に
掲
載
さ
れ
た
で
、神
山
健
吉
氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
「
照
二
の
住
ん
で
い
た
居
宅
は
、
私
の
伯
母
に
当
る
神
山
イ
ト
が
買
取
り
、
現
地
か
ら
数
百
米
裏
に
移
転

現
・「
市
場
坂
上
」

現
・「
富
士
道
」
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の
基
礎
と
し
て
、
又
、
基
本
的
な
事
項
を
網
羅
し
た
文
献
と
し
て
、
次
の
三
つ
を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
「
郷
土
志
木
」、「
し
き 

ふ
る
さ
と
史
話
」、「
志
木
市
郷
土
誌
」
が
上じ
ょ

梓う
し
さ
れ
た
・
・
・

　

昭
和
四
十
七
年(1972)

、「
志
木
市
郷
土
史
研
究
会
」
の
創
立
総
会
で
、
井
下
田
四
郎
は
会
長
と
し
て
推

挙
さ
れ
た
。
会
長
の
井
下
田
は
、
自
ら
、「
新
河
岸
川
舟
運
」
を
寄
稿
し
て
、
論
文
誌
の
「
郷
土
志
木
」
が

創
刊
さ
れ
た
。

　

間
も
無
く
、
井
下
田
は
病
い
に
倒
れ
た
が
、
研
究
会
の
運
営
は
、
関
係
者
に
委
ね
ら
れ
、
特
に
、
本
会
発

起
人
代
表
の
神
山
秀
三
郎
は
、
そ
の
従
弟
に
当
た
る
神
山
健
吉
を
擁
し
て
、
事
業
の
確
立
に
努
め
た
。
祖
先

が
築
い
た
歴
史
を
後
世
に
残
し
た
い
と
い
う
熱
意
は
さ
ら
に
強
化
さ
れ
、
現
在
、
会
長
を
務
め
る
の
は
、
文

化
財
保
護
委
員
長
の
井
上
国
夫
で
、昨
、平
成
二
十
八
年
、60
頁
の
「
郷
土
志
木
」
第
45
号
を
発
刊
し
て
い
る
。

　

昭
和
五
十
三
年
（1978

）、
教
育
委
員
会
の
編
集
に
よ
り
、「
志
木
市
郷
土
誌
」
が
発
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

平
成
六
年
（1994

）、同
委
員
会
は
、「
し
き 
ふ
る
さ
と
史
話
」
を
発
売
し
た
。
同
書
は
、平
成
三
年
九
月
か
ら
、

同
六
年
ま
で
、
東
京
新
聞
に
連
載
さ
れ
て
、
好
評
を
得
た
「
新
河
岸
河
畔
い
に
し
え
話
」（
執
筆
し
た
の
は
、
文

化
財
保
護
委
員
長
の
神
山
健
吉
、
同
副
委
員
長
井
上
国
夫
、
同
委
員
の
高
橋
長
次
）
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
下
、
こ
れ
ら
の
書
籍
に
準
拠
し
て
、
志
木
の
酒
造
り
、
田
子
山
富
士
と
敷
島
神
社
の
創
建
、
東
上
線
の

開
通
な
ど
の
事
項
を
記
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

 

五・七　
酒
造
業
が
盛
ん
だ
っ
た
引
又 

戦
争
中
で
も
三
軒
が
営
業
し
て
い
た

　

現
在
の
志
木
市
の
中
核
部
分
を
占
め
る
本
町
地
区
（
明
治
七
年
以
前
の
引
又
）
で
は
、
酒
造
に
好
適
な
硬
水

が
豊
富
に
得
ら
れ
、
素
材
と
し
て
の
米
を
精
白
す
る
水
車
が
宝
暦
十
年
（1760

）
以
後
、
何
軒
も
地
元
で
開

業
し
た
こ
と
、
製
品
の
酒
を
消
費
地
の
江
戸
に
出
荷
す
る
の
に
便
利
な
河
岸
場
を
擁
し
て
い
た
こ
と
な
ど
の

た
め
、
早
い
時
期
か
ら
酒
造
が
行
わ
れ
て
い
た
。
確
か
な
資
料
に
よ
っ
て
裏
付
け
さ
れ
る
の
は
、
元
禄
十
四
年

（1701

）
で
あ
る
。
そ
の
頃
、
引
又
の
二
軒
の
ほ
か
、
親
村
に
当
る
舘
村
に
も
二
軒
あ
っ
た
が
、
何
れ
も
村
役

人
を
務
め
る
良
き
家
柄
に
よ
る
酒
作
り
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
舘
村
か
ら
は
酒
造
業
者
が
姿
を
消
し
、
条
件
に
恵
ま
れ
た
引
又
に
集
中
し
て
い
っ
た
。
そ
の

数
は
天
明
五
年
（1785

）
に
四
軒
、
天
保
十
四
年
（1843

）
に
は
六
軒
と
増
え
て
い
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、
営
業
と
し
て
は
順
調
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
経
営
者
が
代
々
代
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
酒

造
株
の
譲
渡
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
く
、
譲
渡
が
正
式
に
承
認
さ
れ
る
ま
で
に
時
間
を
要
し
、
そ
の
間
、

他
人
名
義
で
醸
造
し
て
い
た
様
子
も
窺
え
る
。

　

な
か
に
は
、
所
沢
在
住
の
酒
造
業
者
が
営
業
不
振
の
引
又
の
同
業
者
の
元
に
転
居
し
て
き
て
操
業
を
始
め

る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
た
。

　

酒
造
石
高
は
天
保
十
四
年
当
時
、
六
軒
の
合
計
が
千
五
百
十
八
石
の
鑑
札
を
得
て
い
た
が
、
慶
応
二
年
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（1866

）
の
米
価
高
騰
に
当
た
り
、
関
八
州
の
酒
造
業
者
が
一

律
四
分
の
三
に
生
産
制
限
を
課
せ
ら
れ
た
際
、
引
又
地
区
も

例
外
で
は
あ
り
得
ず
、
三
百
九
十
二
石
に
ま
で
減
ら
さ
れ
て

い
る
。

　

そ
の
後
、
明
治
初
年
に
は
一
軒
減
っ
て
五
軒
と
な
り
、
明

治
二
十
年
代
に
は
西
山
鉄
五
郎
、三
上
健
次
郎
、
佐
藤
又
七
、

平
野
定
吉
の
四
軒
、
明
治
末
期
に
は
佐
藤
が
廃
業
し
た
が
、

残
り
の
三
軒
は
酒
造
業
者
の
統
廃
合
が
行
わ
れ
た
太
平
洋
戦

争
こ
ろ
ま
で
営
業
を
続
け
た
。

　

な
お
、
明
治
中
期
こ
ろ
に
操
業
し
て
い
た
四
軒
の
酒
の
銘

柄
は
、西
山
家
が
「
花
姿
」（
後
に
「
国
柱
」）、三
上
家
は
「
狸
々

舞
」（
後
に
「
伊
佐
川
」）、佐
藤
家
は
「
正
吉
」、

平
野
家
は
「
喜
代
泉
」
だ
っ
た
。
な
お
、
西

山
鉄
五
郎
は
明
治
三
十
年
か
ら
十
八
年
、
埼

玉
県
酒
造
組
合
の
組
合
長
を
務
め
て
い
る
。

五・八　
「
田
子
山
富
士
」
の
誕
生

　

明
治
五
年
（1872

）、「
志
木
の
お
富
士
さ
ん
」
で
知
ら
れ

る
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
富
士
山
が
完
工
し
た
。

　

築
造
を
発
起
し
た
の
は
、
上
町
（
現
・
本
町
一
丁
目
）
で
醤

油
醸
造
を
業
と
す
る
高
須
庄
吉
、
彼
は
富
士
信
仰
に
篤
い

人
物
だ
っ
た
。
或
る
夜
の
夢
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
近
く
の

小
高
い
塚
、「
田
子
山
」
に
登
っ
た
。
そ
の
と
き
、
横
倒
し

に
な
っ
て
い
た
板
碑
を
発
見
し
た
。

　
そ
れ
に
は
、
暦
応
三
年
（1340

）
と
刻
ま
れ
、
富
嶽
に
縁

の
深
い
碑
だ
っ
た
。
こ
の
碑
の
主
は
「
十
じ
ゅ
う
り
ゅ
う
ぼ
う
じ
ょ
う
か
い

瀧
房
承
海
」
と

記
さ
れ
て
い
た
。
廻
国
の
僧
（
又
は
、
館
村
の
僧
か
？
）
で
、
こ

の
地
で
病
魔
に
襲
わ
れ
た
の
で
、富
士
山
入に
ゅ
う

定じ
ょ
う（

修
行
に
よ
っ

て
悟
り
を
開
く
）を
決
意
し
た
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
、「
逆
修
碑
」

（
生
前
、仏
事
の
後
に
冥
福
を
祈
る
碑
）
を
建
立
し
た
、と
さ
れ
る
。

　
こ
の
「
田
子
山
塚
」
は
、文
化
十
一
年
の
絵
図
（「
引
又
宿
」、

　
＝
志
木
市
の
歴
史
＝

・1872　

明
治
五
年
六
月　

田
子
山
に
、
ミ
ニ

富
士
が
築
か
れ
る

・1874　

明
治
七
年　

引
又
と
館
が
合
併
し
て

志
木
宿
と
な
る

同
年
七
月　

志
木
・
宗
岡
に
小
学
校
が
開
設
さ

れ
る

・1890　

明
治
二
十
三
年　

志
木
宿
が
志
木
町

に
改
め
ら
れ
る

・1897　

明
治
三
十
年
十
二
月
一
日　

第

八
十
五
国
立
銀
行
志
木
支
店
が
開
設
さ
れ
る

・1912　

明
治
四
十
五
年　

浦
和
商
業
銀
行
志

木
支
店
が
開
設
し
、
瀟
洒
な
建
物
が
目
を
引
く

・1914　

大
正
三
年
五
月
一
日　

東
上
線
が
開

通
し
、
志
木
駅
が
設
け
ら
れ
る　

志
木
に
初
め

て
電
燈
が
つ
く

・1916　

大
正
五
年
六
月
二
十
八
日　

浦
和
志

木
間
に
乗
合
自
動
車
が
開
通
す
る

・1937　

昭
和
十
二
年　

第
八
十
五
銀
行
が
浦

和
商
業
銀
行
を
買
収
す
る
。　

・1939　

昭
和
十
四
年
四
月
七
日　

志
木
町
立

商
業
学
校
が
設
置
さ
れ
る

・1941　

昭
和
十
六
年
四
月
一
日　

小
学
校
が

国
民
学
校
と
な
る　

志
木
・
宗
岡
・
水
谷
・
内

間
木
の
一
町
三
村
が
合
併
し
、
志
紀
町
と
な
る

十
二
月　

慶
應
義
塾
獣
医
畜
産
専
門
学
校
（
現

慶
應
志
木
高
校
）
が
川
崎
市
か
ら
移
設
さ
れ
る

・
昭
和
二
十
三
年
五
月
三
日　

志
紀
町
が
分
割

さ
れ
、
合
併
前
の
一
町
三
村
に
戻
る

・
昭
和
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日　

町
立
志
木

商
業
学
校
が
廃
止
さ
れ
、
こ
こ
に
志
木
中
学
校

が
移
る　

日
本
レ
ダ
リ
ーKK

が
柏
町
に
創
業

市
場
の
野
火
止
用
水
が
暗
渠
と
な
り
、
道
路
が

拡
幅
さ
れ
る　

志
木
駅
が
改
築
さ
れ
橋
上
駅
舎

と
な
る　

市
制
が
施
行
さ
れ
志
木
市
と
な
る　

志
木
市
役
所
新
庁
舎
が
落
成
す
る　

志
木
駅
北

口
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ウ
ン
（
ダ
イ
エ
ー
）
完
成

元
号

西
暦

文
明

1801

文
化

文
政

天
保

弘
化
嘉
永

安
政

万
延

文
久

元
治

慶
応

明
治

大
正

昭
和

平
成

1804

1818

1831

1845
1848

1855

1860
1861
1864
1865
1868

1912

1926

1989

1800

1850

1950

1900

2000
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前
号
を
参
照
）
の
東
南
に
描
か
れ
、「
古
墳
」
の
よ
う
に
見
え
る
。
又
、
少
し
離
れ
て
、
そ
の
南
に
、
も
う
一つ
、

別
の
「
田
子
山
塚
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
当
時
は
二
つ
の
「
田
子
山
塚
」
が
所
在
し
、
絵
図
で
は
、
西
方
の

塚
の
上
に
神
社
が
祀
ら
れ
、
鳥
居
も
描
か
れ
て
い
る
。
後
に
、
結
社
、「
御
嶽
講
」
が
で
き
て
祀
ら
れ
た
、
現

在
の
「
御
嶽
神
社
」
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、

　
「
田
子
山
富
士
」
の
築
造
は
大
規
模
な
工
事
だ
っ
た
・
・
・

　

発
起
人
の
高
須
庄
吉
は
同
志
を
集
め
、
友
人
に
も
呼
び
掛
け
て
獅
子
奮
迅
の
活
動
を
開
始
し
た
。
醸
造
の

神
を
祀
る
「
松
尾
神
社
」
の
信
者
や
、
引
又
河
岸
の
舟
運
関
係
者
に
も
協
力
を
求
め
、
塚
の
上
に
土
盛
り
を

す
る
工
事
に
着
手
す
る
。
庄
吉
の
敬
神
に
基
づ
く
義
挙
が
伝
わ
る
と
、
各
地
か
ら
馳
せ
参
じ
、
寄
進
に
応
募

す
る
も
の
も
日
毎
に
増
え
て
い
っ
た
。

　

歌
舞
伎
役
者
の
尾
上
菊
五
郎
、市
川
左
團
次
、岩
井
半
四
郎
ら
を
始
め
、先せ
ん

達だ
つ

（
信
者
の
先
輩
）、職
人
、商
人
、

農
民
な
ど
か
ら
寄
進
や
労
力
の
奉
仕
が
得
ら
れ
た
。
県
内
は
勿
論
、
東
京
、
静
岡
、
神
奈
川
、
山
梨
、
茨
城
、

千
葉
、
群
馬
、
長
野
、
岩
手
方
面
と
広
範
囲
に
わ
た
る
。

 

工
事
は
土
盛
り
に
続
い
て
岩
石
を
配
置
、
植
樹
し
て
、
高
さ
、
約
九
米
、
円
周
は
百
二
十
五
米
余
、
斜
度

三
十
九
度
の
丸
味
を
も
っ
た
富
士
塚
が
完
成
し
た
。
登
山
道
が
つ
く
ら
れ
、
山
頂
に
は
木こ
の

花は
な

開さ
く

耶や

姫ひ
め

を
祀
っ

た
浅せ
ん

間げ
ん

社し
ゃ
が
造
営
さ
れ
、
麓ふ
も
とに
は
、
彼
が
発
見
し
た
「
逆
修
碑
」
を
祀
り
、「
浅せ
ん

間げ
ん

下
社
」
を
造
営
し
た
。

　
『
調
査
報
告
書
』
は
・
・
・

　

昭
和
六
十
三
年
か
ら
平
成
七
年
に
掛
け
て
実
施
さ
れ
た
調
査
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
よ
う
や
く
、
平
成
八

年
に
刊
行
さ
れ
た
（
上
下
二
冊
）。
上
巻
に
は
、
本
編
と
関
係
資
料
を
、
又
下
巻
に
は
、
石
造
の
全
容
が
詳
細

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

調
査
は
、
市
文
化
財
保
護
委
員
の
神
山
健
吉
ほ
か
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
報
告
書
を
執
筆
、
又
、
文
化
財
保

護
委
員
の
高
橋
長
次
と
、
同
市
職
員
の
今
野
美
香
が
古
文
書
の
解
読
に
当
り
、「
報
告
書
」
は
、
同
市
教
育

委
員
会
の
手
で
最
終
的
に
纏
め
ら
れ
た
。

　

特
記
す
べ
き
は
、
高
橋
長
次
の
独
自
の
調
査
資
料
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
後
、
彼
は
、
現
地
の
近
く
に
居

住
し
て
い
て
、「
田
子
山
富
士
」
の
石
像
な
ど
が
次
々
と
持
ち
去
ら
れ
、
荒
廃
し
て
ゆ
く
状
況
を
目
の
当
り
に

し
た
。「
田
子
山
富
士
」
の
詳
細
な
記
録
を
将
来
に
残
す
べ
く
、
単
独
で
行
っ
た
調
査
は
、
昭
和
五
十
年
頃
か

ら
ほ
ぼ
十
年
に
及
ん
だ
。
特
に
、
石
造
物
の
詳
細
な
記
録
（
下
巻
）
は
、
本
調
査
の
類
い
な
き
基
盤
と
し
て
役

立
っ
た
。

 

五・九　
「
お
胎
内
」
を
発
見
し
た
人
・
・
・

　

富
士
山
を
修
行
の
場
所
と
し
て
組
織
さ
れ
た
「
富
士
講
」
の
一つ
、
宗
岡
の
「
丸
藤
講
」
の
講
員
を
務
め

た
星
野
勘
蔵
は
、
富
士
の
登
山
、
登
拝
、
八
十
余
回
も
の
経
験
を
も
ち
、
明
治
二
十
五
年
、
富
士
山
の
北
口
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で
新
胎
内
を
発
見
し
た
。「
吉
田
お
胎
内
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
今
か
ら
千
年
以
上
前

の
承
平
七
年
（937

）、噴
火
の
際
に
流
出
し
た
溶
岩
流
の
東
端
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
の
形
は
女
性
の
胎
内
に
例
え
ら
れ
、胎
内
信
仰
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
。「
吉
田
お
胎
内
」

は
、
修
行
者
た
ち
の
祈
り
の
対
象
と
な
り
、
富
士
講
の
講
者
・
御
師
た
ち
に
よ
っ
て

守
ら
れ
て
き
た
。
年
に
一
度
、吉
田
胎
内
祭
が
開
か
れ
る
が
、通
常
は
、内
部
は
非
公
開
。

　

富
士
山
は
、
古
く
は
、
昭
和
三
年
、
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
た
が
、
平
成

二
十
五
年
（2013

）
に
は
、「
富
士
山
＝
信
仰
の
対
象
と
藝
術
の
源
泉
」
と
し
て
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
、「
吉
田
胎
内
樹
型
」（
か
つ
て
の
噴
火
の
さ
い
、
幾

つ
も
の
樹
木
が
重
な
っ
た
複
雑
な
樹
型
）
と
し
て
、
そ
の
一
部
と
な
る
。
星
野
勘
蔵
は
講
の

先
達
と
し
て
、「
日に
ち

行ぎ
ょ
う

星せ
い

山ざ
ん

」
と
呼
ば
れ
、そ
の
石
碑
が
上
宗
岡
四
丁
目
に
所
在
す
る
。

　

田
子
山
富
士
の
北
麓
に
も
、
安
産
信
仰
の
「
御
胎
内
」
が
つ
く
ら
れ
た
が
、
後
に
、

入
口
周
辺
部
が
崩
落
し
た
た
め
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

平
成
十
八
年（2006

）三
月
、埼
玉
県
の「
有
形
民
俗
文
化
財
」に
指
定
さ
れ
た
が
、「
田

子
山
富
士
」は
、近
年
、老
朽
化
に
伴
っ
て
登
山
道
な
ど
が
崩
れ
、立
ち
入
り
禁
止
に
な
っ

て
い
た
。
又
、
平
成
二
十
三
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
数
の
石
碑
な
ど
が
倒
壊
し

て
追
い
打
ち
を
掛
け
た
。

 

五・十　
保
存
会
の
努
力
に
よ
っ
て
修
復
工
事
が
始
ま
る
・
・
・

　
「
田
子
山
富
士
保
存
会
」
が
結
成
さ
れ
、
草
刈
り
な
ど
の
手
入
れ
が
行
わ
れ
た
が
、

山
頂
ま
で
の
登
山
道
は
使
え
な
い
ま
ま
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
地
元
の
保
存
会
は
修
復

工
事
を
発
起
し
、
そ
の
費
用
の
募
金
を
呼
び
掛
け
た
。
市
民
ほ
か
か
ら
千
七
百
万
円

以
上
が
寄
せ
ら
れ
、
県
や
市
の
補
助
金
を
加
え
、
本
格
的
な
修
復
に
着
手
、
平
成

二
十
七
年
度
か
ら
の
工
事
で
登
山
道
が
修
復
さ
れ
、
翌
年
の
七
月
か
ら
、
塚
の
頂
上

ま
で
登
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
工
事
は
、
ほ
ぼ
二
年
間
で
完
了
し
、「
お

胎
内
」
も
修
復
さ
れ
た
。

　

平
成
二
十
九
年
（2017

）、「
吉
田
お
胎
内
」
が
所
在
す
る
山
梨
県
富
士
吉
田
市
と
、

文
化
・
観
光
交
流
協
定
を
締
結
し
、保
存
会
（
会
長
：
清
水
良
介
）
は
、大
安
の
日
を
、「
開

山
日
」
と
定
め
、
志
木
市
商
工
会
の
協
力
を
得
て
、
登
山
者
の
援
護
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
提
携
し
た
富

士
吉
田
市
と
志
木
市
は
、
友
好
都
市
と
し
て
、
合
同
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
る
。

 

五・十
一　
築
造
に
関
わ
る
話
題
・
・
・

　
右
は
「
お
胎
内
」
の
内
部

　
左
は
内
部
か
ら
開
口
を
望
む

写真は『富士の国やまなし観光ネット』より引用
http://www.yamanashi-kankou.jp/

　
「
お
胎
内
入
口
」
の
上
部
に

　
吉
田
胎
内
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
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富
士
山
の
築
造
に
使
っ
た
赤
土
の
採
取
に
つ
い
て
は
、
埋
蔵
文
化
財
の
活
動
で
、
敷
島
神
社
隣
地
に
そ
の

採
取
の
跡
が
発
見
さ
れ
た
が
、
そ
の
上
に
築
い
た
「
黒
ぼ
く
」
と
呼
ば
れ
る
溶
岩
を
、
富
士
山
か
ら
搬
送
し

た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
遥
か
遠
方
の
富
士
山
で
採
取
し
た
後
、人
力
車
で
搬
送
し
た
、と
す
る
説
も
あ
る
が
、

志
木
の
大
店
は
、
か
つ
て
、
温
泉
の
湯
を
、
東
京
湾
を
経
て
、
新
河
岸
川
の
舟
運
で
取
り
寄
せ
た
、
と
い
う

歴
史
が
あ
る
の
で
、如
何
に
重
い
岩
石
で
あ
ろ
う
と
、舟
運
も
使
用
さ
れ
た
に
違
い
な
い
、と
す
る
説
も
あ
っ
て
、

明
確
で
は
な
い
。
さ
ら
に
遡
っ
て
、「
田
子
山
」と
い
う
地
名
は
、文
化
十
二
年（1815

）、斎
藤
鶴か
く

磯き

が
著
し
た「
武

蔵
野
話
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。「
引
又
村
の
う
ち
に
田
子
山
と
い
う
小
地
名
あ
り
。
こ
こ
に
石い
し

碑ぶ
み

あ
り
、
文

化
の
は
じ
め
此
地
の
寮
り
ょ
う

主ぼ
う
ず

此
田
子
山
塚
よ
り
穿ほ
り

出
せ
し
を
直す
ぐ

に
塚
の
上
に
た
て
置
し
な
り
。
碑
面
の
文
何
の

事
な
る
や
解げ

し
が
た
し
。
土
と
こ
ろ

人の
も
のの
い
え
る
は
十
瀧
房
承
海
と
い
へ
る
僧
富
士
山
へ
入
定
せ
ん
事
を
お
も
ひ
立た
ち
、

逆
修
を
建
置
て
直
に
富
士
へ
入
定
せ
し
と
い
ひ
つ
た
ふ
。
按
ず
る
に
富
士
の
縁
あ
る
ゆ
へ
に
此
所
を
田
子
山
と

号な
づ
けし

か
」
と
あ
っ
て
、
当
時
既
に
「
田
子
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
の
頃
板
碑
が
一
度
発
見

さ
れ
、
塚
の
上
に
建
て
ら
れ
た
経
緯
な
ど
が
認し
た
ため

ら
れ
て
い
る
。

　

既
述
し
た
よ
う
に
、田
子
山
富
士
の
築
造
は
、神
託
に
よ
っ
て
富
士
に
因
む
板
碑
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

高
須
庄
吉
ら
が
素
願
を
起
こ
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
既
に
彼
ら
は
「
武
蔵
野
話
」
を
読
み
、
そ
の
こ
と
を

熟
知
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
の
に
、
枕
神
の
託
宣
に
よ
る
板
碑
の
発
見
と
い
う
奇
瑞
現
象
で
築
造
の
素
願
を

起
こ
し
た
と
い
う
の
は
、
演
出
に
よ
る
も
の
で
は
、
と
見
る
向
き
も
あ
る
。

　

高
須
庄
吉
は
、
大
正
四
年
、
八
十
七
歳
の
長
寿
を
全
う
し
て
逝
去
し
た
。

　

諡
お
く
り
なは
、「
大だ
い
き
ょ
う
せ
い
ぞ
う
た
ご
や
ま
の
い
さ
お
の
み
こ
と

教
正
贈
田
子
山
能
勲
夫
命
」、
神
霊
と
な
っ
て
、
駿
河
の
富
士
へ
と
向
か
っ
た
。

　
田
子
山
富
士
の
完
成
と
相
前
後
し
て
、
庄
吉
は
富
士
講
を
結
成
し
、
地
域
富
士
信
仰
の
基
を
な
し
て
多
く

の
信
仰
を
集
め
た
が
、
大
正
四
年
十
月
十
五
日
、
八
十
七
歳
の
長
寿
を
全
う
し
て
逝
去
し
た
。

　
「
大だ
い
き
ょ
う
せ
い
ぞ
う
た
ご
や
ま
の
い
さ
お
の
み
こ
と

教
正
贈
田
子
山
能
勲
夫
命
」
の
諡
お
く
り
なを

以
て
神
霊
と
な
り
、
駿
河
の
富
士
へ
と
向
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ

の
庄
吉
の
入
に
ゅ
う
じ
ょ
う

定
を
見
守
る
か
の
よ
う
に
「
雲
霧
を
分
け
て
旭
の
大
沢
を
、
富
士
よ
り
不
二
へ
渡
る
朝
鳥
」
と

誰
か
が
詠
ん
だ
富
士
塚
の
歌
碑
が
、
は
る
か
の
霊
峰
富
士
を
拝
し
て
い
る
。

 

五・十
二 　
「
朝
日
屋
」
の
創
業
・
・
・

　

明
治
二
十
年
（1887

）、
現
・
朝
霞
市
浜
崎
か
ら
志
木
市
本
町
に
移
り
住
み
、
新
河
岸
川
の
舟
運
を
活
用

し
て
、
い
ち
早
く
海
外
の
新
薬
を
輸
入
し
て
販
売
し
た
。
原
林
吉
の
店
は
、
通
称
「
ハ
ラ
リ
ン
」
と
呼
ば
れ
、

周
辺
の
町
や
村
に
も
広
く
知
ら
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
た
。

　

諸
外
国
か
ら
化
学
薬
品
、
工
業
薬
品
を
輸
入
し
て
販
売
し
た
。
特
に
、
先
進
国
の
ド
イ
ツ
か
ら
輸
入
さ
れ

た
化
学
染
料
、
そ
の
他
は
、
浅
草
を
経
て
新
河
岸
川
の
舟
で
運
ば
れ
て
き
た
。
そ
の
頃
の
外
国
船
は
、
東
京
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湾
に
注
ぐ
隅
田
川
を
遡
っ
て
、
現
・
吾
妻
橋
辺
り
で
積
荷
を
下
ろ
す
。

　

直
ち
に
そ
こ
で
取
引
き
さ
れ
た
の
で
、
原
林
吉
は
、
仕
入
れ
の
た
め
に
頻
繁
に
浅
草
に
出
掛
け
た
。
ま
た
、

こ
れ
を
志
木
の
店
で
販
売
、
集
金
し
た
お
金
は
、
金
融
の
中
心
だ
っ
た
日
本
橋
ま
で
持
参
し
て
取
引
し
た
。

早
船
も
あ
っ
た
が
、大
金
を
身
に
付
け
て
い
る
と
、狙
わ
れ
て
危
険
な
の
で
、単
身
、徒
歩
で
東
京
に
向
か
っ
た
。

　

原
林
吉
の
、
先
見
の
明
に
拠
る
商
品
の
仕
入
れ
と
販
売
は
、
輸
入
の
板
ガ
ラ
ス
、
大
谷
石
、
国
営
工
場
で

醸
造
さ
れ
た
ビ
ー
ル
、
カ
ー
バ
イ
ト
（
ア
セ
チ
レ
ン
灯
に
）
な
ど
の
工
業
薬
品
、
始
め
て
国
産
化
さ
れ
た
、
近
代

化
を
象
徴
す
る
商
品
だ
っ
た
。
し
か
も
、
彼
は
働
き
尽
く
め
で
、
足
で
稼
ぐ
人
物
だ
っ
た
。

　

塩
酸
、
硫
酸
、
苛
性
ソ
ー
ダ
な
ど
は
、
当
時
、
黒
目
川
の
水
力
を
使
用
し
て
、
国
内
最
大
の
伸
銅
業
の

拠
点
だ
っ
た
、
電
線
工
場
（
現
・
朝
霞
市
膝
折
）
へ
、
又
、
ビ
ー
ル
の
卸
業
と
し
て
、
近
隣
の
酒
屋
で
小
売
し
て

も
ら
う
た
め
の
売
り
込
み
、
な
ど
に
励
ん
だ
。

　

登
録
文
化
財
「
朝
日
屋
原
薬
局
」
と
し
て
今
日
ま
で
残
さ
れ
た
建
物
の
う
ち
、
主
屋
、
土
蔵
、
倉
庫
は
、

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
原
林
吉
が
、
先
住
者
の
星
野
家
が
所
有
し
て
い
た
土
地
を
買
収
し
て
建
設
し
た
も
の

で
、
そ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
前
項
で
詳
し
く
述
べ
た
。

　

明
治
四
十
五
年
（1912

、
大
正
元
年
）
現
・
朝
日
屋
原
薬
局
の
建
築
は
完
成
し
て
、
一
丁
目
に
あ
っ
た
借
家

か
ら
移
転
し
た
。
当
時
、
現
在
の
市
場
通
り
は
、
野
火
止
用
水
を
挟
む
両
側
に
、
酒
造
業
の
大
店
が
並
び
、

商
い
で
繁
栄
す
る
ま
ち
だ
っ
た
。「
朝
日
屋
」
は
、
二
代
目
と
な
り
、
林
吉
の
長
男
、
林
三
が
後
を
継
い
で
、

薬
剤
師
と
し
て
活
動
を
始
め
る
。

　

先
代
が
創
始
し
た
売
薬
、例
え
ば
、漢
方
と
、輸
入
さ
れ
た
キ
ニ
ー
ネ
を
調
合
し
た
「
天
龍
丸
」
に
加
え
て
、

胃
腸
薬
、
皮
膚
病
の
薬
、
目
薬
、
そ
の
他
、
百
種
以
上
の
売
薬
を
製
造
、
販
売
し
、
現
都
内
に
も
、
製
薬

所
を
設
け
て
販
売
し
た
。

　

文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
た
数
寄
屋
つ
く
り
の
「
離
れ
」
一
棟
は
、
地
域
の
有
力
者
と
の
交
友
の
場
所
、

主
に
宴
会
場
と
し
て
使
わ
れ
、
市
場
地
区
町
内
の
洋
食
店
、「
伊
勢
周
」
か

ら
当
時
は
珍
し
か
っ
た
洋
食
を
、
ま
た
隣
地
に
所
在
し
た
、
酒
造
の
「
清
久

屋
」
か
ら
樽
酒
を
取
り
寄
せ
て
振
舞
っ
た
。

　

日
本
橋
本
町
と
の
繋
が
り

　
「
朝
日
屋
原
薬
局
」
の
主
屋
、
二
階
の
窓
に
は
鉄
筋
棒
の
縦
格
子
が
填は

め

ら
れ
て
い
る
。
古
民
家
は
、
通
常
木
の
格
子
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
が
、
家
屋
内
を
明
る
く
す
る
モ
ダ
ン
な

窓
枠
と
し
て
、
日
本
橋
本
町
の
「
小
西
新
兵
衛
商
店
」（
の
ち
に
「
武
田
長
兵
衛
商
店
」
と
合
併
し
て
武
田
薬
品
・
現

武
田
薬
品
工
業
と
な
る
）
を
、
モ
ダ
ン
な
建
築
を
目
指
し
た
棟
梁
の
小
日
向
が
実
際
に
見
学
し
て
、
ほ
ぼ
同
一の

外
観
を
も
つ
店
舗
を
設
計
し
た
。
原
林
吉
は
、
小
西
新
兵
衛
と
の
営
業
上
の
取
引
を
越
え
た
友
好
が
あ
っ
た
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よ
う
で
、
大
正
十
三
年
の
関
東
大
震
災
の
折
り
に
は
、
舟
運
を
も
っ
て
米
な
ど
を
運
ん
で
感
謝
さ
れ
、
以
後
、

世
界
有
数
の
製
薬
企
業
に
成
長
し
た
「
武
田
薬
品
工
業
」
と
の
直
接
取
引
は
、
昭
和
か
ら
平
成
時
代
ま
で
続

い
た
。

 

五・十
三　
敷
島
神
社
の
創
建 　

　

志
木
の
夏
祭
り
の
神み

輿こ
し

渡
御
は
、
東
上
沿
線
随
一
を
誇
る
。「
一
之
宮
」「
二
之
宮
」、
二
つ
の
豪
華
な
神
輿

を
も
つ
「
敷
島
神
社
」
が
本
町
二
丁
目
に
創
建
さ
れ
た
の
は
、
明
治
四
十
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は

同
地
に
浅
間
神
社
が
あ
り
、
田
子
山
塚
の
頂
上
に
建
立
さ
れ
て
い
た
板
碑
を
御
神
体
と
し
て
い
た
こ
と
が
、
天

保
十
四
年
（1843

）
の
「
明
細
帳
」
に
認し
た
ため

ら
れ
て
い
る
。

　

明
治
二
十
二
年
の
町
村
制
施
行
で
、
志
木
宿
は
「
志
木
町
」
と
な
っ
た
も
の
の
、
鎮
守
社
は
一
貫
し
て
舘

ノ
氷
川
神
社
で
あ
っ
た
か
ら
、
農
耕
生
活
に
依
存
す
る
舘
地
区
と
、
商
い
を
主
体
と
す
る
町
場
の
引
又
地
区

と
は
自
ず
と
生
活
様
式
も
異
な
り
、
祭
り
の
執
行
な
ど
に
つ
い
て
も
何
か
と
辻
褄
が
合
わ
ず
、
前
項
で
も
述

べ
た
よ
う
に
、
互
い
に
協
調
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
明
治
新
政
府
に
よ
る
神
仏
分
離
に
起
因
し
て
か
、
急
増
す
る
神
社
に
音
を
あ
げ
た
政
府
は
、
神

社
の
合
併
を
勧
奨
す
る
通
達
を
発
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
と
し
て
、
引
又
地
区
で
は
、
舘
ノ
氷
川
社
と

は
別
離
し
、
浅
間
社
を
主
神
、
星
野
稲
荷
（
現
・
本
町
二
丁
目
に
再
建
さ
れ
て
い
る
が
）・
村
山
稲
荷
（
現
・
本
町
一

丁
目
、
西
武
と
三
上
邸
の
境
界
付
近
の
奥
に
所
在
し
た
）
と
水
神
社
と
を
合ご
う

祀し

し
て
、
明
治
四
十
一
年
に
新
鎮
守
社

を
創
建
し
た
。

　

但
し
、新
鎮
守
社
の
命
名
で
は
多
く
の
意
見
が
出
て
、困
難
が
伴
っ
た
。
従
来
の
浅
間
社
名
に
固
執
す
る
者
、

地
形
か
ら
の
旭
日
神
社
説
を
主
張
す
る
者
、
大
和
魂
や
大
和
撫
子
の
大
和
民
族
固
有
の
精
神
を
あ
げ
る
大

和
神
社
説
、
さ
ら
に
は
日
本
国
の
別
称
で
あ
る
敷
島
神
社
説
な
ど
、
互
い
に
自
説
を
主
張
す
る
あ
ま
り
、
決

闘
も
辞
さ
ぬ
ほ
ど
の
険
悪
な
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
こ
で
智
者
が
提
案
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
包
含
す
る
に
は
、
江
戸
中
期
の
国
学
の
泰た
い

斗と

、
本も
と

居お
り

宣の
り

長な
が
の
詠
ん
だ
「
敷
島
の
大
和
心
を
人
問
わ
ば
、
朝
日
に
匂
う
山
桜
花
」
の
和
歌
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。
何

故
な
ら
、
敷
島
・
大
和
・
朝
日
・
桜
花
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
こ
の
社
の
主
神
は
祭
神
が
木
花
開

耶
姫
で
あ
り
、
桜
花
に
ふ
さ
わ
し
い
し
、
各
説
が
織
り
込
ま
れ
て
い
て
、
い
ず
れ
の
説
に
片
寄
る
こ
と
も
な
い
、

と
の
説
明
に
一
同
は
納
得
し
、
本
居
宣
長
が
詠
ん
だ
和
歌
の
枕
詞
か
ら
「
敷
島
神
社
」
と
命
名
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

 

五・十
四　
東
武
東
上
線
の
開
通

　

大
正
三
年
（1914

）
五
月
一
日
、
池
袋
駅
、
田た

面も

沢ざ
わ

駅
（
現
・
川
越
市
駅
〜
霞
ヶ
関
駅
の
中
間
）
間
の
線
路
を

汽
車
が
走
っ
た
。
当
初
の
駅
は
、
下
板
橋
、
成
増
、
膝
折
（
現
・
朝
霞
）、
志
木
、
鶴
瀬
、
上
福
岡
、川
越
町
（
現
・
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河
越
市
）、
田
母
沢
の
九
駅
、一
日
の
列
車
本
数
は
九
本
（
午
前
四
、
午
後
五
）
で
、
所
要
時
間
は
一
時
間
二
十
分
、

志
木
─
池
袋
間
の
所
要
時
間
は
上
り
と
下
り
と
で
多
少
の
差
異
が
あ
っ
た
が
、
44
分
〜
48
分
だ
っ
た
。

　
『
志
木
市
郷
土
誌
』
に
従
っ
て
、
詳
細
を
、
以
下
に
記
す
こ
と
に
し
た
い
。

　

東
海
道
線
の
新
橋
・
横
浜
間
が
開
通
し
た
の
は
、
明
治
五
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
鉄
道
敷
設
は
盛
ん
に
な

る
。
同
十
六
年
、
上
野
─
熊
谷
間
に
高
崎
線
が
開
通
し
、
明
治
十
八
年
に
は
東
北
本
線
の
一
端
が
敷
設
さ
れ

て
、
埼
玉
県
内
に
通
過
す
る
鉄
道
が
開
通
、
明
治
新
政
府
の
興
業
政
策
が
年
を
追
っ
て
民
間
に
浸
透
し
、
明

治
二
十
八
年
、
西
武
鉄
道
会
社
が
川
越
鉄
道
を
川
越
─
国
分
寺
間
に
開
設
し
た
の
を
始
め
と
し
て
、
多
数
の

路
線
の
開
設
が
計
画
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

東
武
鉄
道
株
式
会
社
の
東
武
線
が
開
通
し
た
四
年
後
の
明
治
三
十
六
年
、
東
上
鉄
道
の
開
設
が
政
府
に
申

請
さ
れ
た
。
こ
の
路
線
は
、
巣
鴨
─
池
袋
─
上
板
橋
─
練
馬
─
白
子
─
膝
折
─
大
和
田
─
竹
間
沢
─
大
井

─
川
越
を
経
て
、
松
山
か
ら
、
渋
川
（
現
・
群
馬
県
）
へ
と
、
全
長
七
四
哩マ
イ
ルに

及
ぶ
も
の
だ
っ
た
。
最
終
的
に
は
、

東
武
鉄
道
株
式
会
社
・
社
長
根
津
嘉
一
郎
の
手
に
よ
っ
て
敷
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

明
治
四
十
四
年
、
東
上
鉄
道
株
式
会
社
の
創
立
総
会
を
開
催
し
、
東
上
鉄
道
の
敷
設
を
決
め
る
（「
東
上
」

と
は
、
東
京
と
上
州
と
を
結
ぶ
意
と
い
う
）。
こ
の
創
立
総
会
に
は
、
志
木
町
か
ら
も
発
起
人
が
参
加
し
た
が
、
配

布
さ
れ
た
資
料
の
株
主
申
込
み
者
と
し
て
、
井
下
田
慶
十
郎
、
西
川
武
十
郎
、
西
山
鉄
五
郎
、
西
川
利
三
郎
、

中
野
金
次
郎
、
三
上
権
兵
衛
ら
の
名
が
あ
る
。

　

特
筆
す
べ
き
井
下
田
慶
十
郎
の
活
躍

　

す
で
に
本
紙
前
号
で
述
べ
た
よ
う
に
、
明
暦
二
年
（1656

）
の
開
業
以
来
、
引
又
河
岸
の
回
漕
問
屋
を
運

営
し
て
い
た
井
下
田
家
で
は
、
明
治
十
四
年
、
弱
冠
十
六
歳
の
慶
十
郎
が
、
隠
居
し
た
父
の
後
を
継
い
だ
。

彼
は
、
陸
上
交
通
の
発
達
が
繁
栄
を
齎
す
こ
と
を
自
覚
し
、
進
ん
で
鉄
道
敷
設
の
発
起
人
と
し
て
参
画
し
た

よ
う
だ
。

　

今
の
東
上
線
の
路
線
を
地
図
上
で
眺
め
る
と
、
成
増
の
辺
り
か
ら
西
方
に
向
け
て
大
き
く
左
に
彎
曲
し
て

い
る
こ
と
に
気
付
く
。
前
記
し
た
よ
う
に
、
始
め
の
計
画
路
線
は
、
白
子
（
現
・
大
和
町
駅
）
─
膝
折
（
現
・

朝
霞
駅
）か
ら
大
和
田
─
竹
間
沢
─
大
井
を
経
て
川
越
に
向
か
う
も
の
だ
っ
た
。
志
木
を
通
過
さ
せ
る
こ
と
を
、

い
わ
ば
画
策
し
た
し
た
の
は
、
路
線
を
東
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

鉄
道
敷
設
の
認
可
が
下
る
と
、
井
下
田
慶
十
郎
は
、
町
内
の
有
志
を
糾
合
し
て
東
上
鉄
道
が
志
木
町
を

通
過
し
、
志
木
駅
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
筋
へ
の
運
動
に
没
頭
し
た
。
彼
は
、
日
夜
、
東
奔
西
走
し
た

ば
か
り
か
、
運
動
費
と
し
て
巨
額
の
私
財
を
投
じ
た
よ
う
だ
。
彼
ら
町
内
有
志
の
努
力
は
実
を
結
び
、
明
治

四
十
四
年
の
創
立
総
会
で
路
線
の
一
部
が
変
更
さ
れ
、
翌
大
正
元
年
十
一
月
十
一
日
に
改
め
て
許
可
が
あ
っ
た
。

（
ま
た
、
起
点
の
巣
鴨
が
現
在
の
文
京
区
氷
川
下
町
に
変
更
と
な
る
）。
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変
更
さ
れ
た
計
画
に
従
い
、
池
袋
か
ら
下
板
橋
・
成
増
・
膝
折
・
志
木
・
鶴
瀬
・
上
福
岡
・
高
階
（
現
・
新
河
岸
）・

川
越
の
各
駅
を
経
て
、
田
面
沢
（
現
・
川
越
市
駅
）
に
至
る
第
一
期
工
事
が
着
手
さ
れ
た
の
は
大
正
二
年
十
二
月

一
日
の
こ
と
で
あ
る
。

　

先
立
っ
て
志
木
町
で
は
、
駅
の
設
置
場
所
を
決
め
、
同
二
年
の
十
一
月
二
十
五
日
に
鍬
入
れ
式
が
行
わ
れ
た
。

工
事
は
翌
大
正
三
年
三
月
三
十
一
日
の
予
定
が
約
一
か
月
遅
れ
て
、
同
年
五
月
一
日
に
完
成
し
て
、
始
め
て
東

上
鉄
道
の
汽
車
が
池
袋
─
田
面
沢
間
を
走
っ
た
。
こ
の
日
に
は
志
木
駅
に
お
い
て
も
盛
大
な
開
通
式
が
行
わ

れ
、
式
の
終
わ
っ
た
あ
と
で
多
く
の
来
賓
が
新
河
岸
川
の
舟
遊
び
に
興
じ
た
と
い
わ
れ
、
ま
た
、
当
時
の
『
関

東
新
報
』
に
は
、
翌
日
付
で
、
開
通
の
状
況
を
報
じ
て
い
る
。
そ
の
記
事
に
は
、
功
労
者
と
し
て
町
長
西
山

鉄
五
郎
・
助
役
綱
島
元
一
郎
・
西
川
武
十
郎
・
井
下
田
慶
十
郎
・
三
上
権
兵
衛
・
三
上
栄
太
郎
・
三
上
喜

三
郎
の
七
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

当
時
の
志
木
駅
の
敷
地
は
二
千
坪
（
６
６
０
０
平
米
）
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
地
主
の
町
民
有
志
が
寄
付
し
た

も
の
で
、県
道
と
分
か
れ
て
駅
に
通
じ
る
長
さ
三
五
〇
間（
６
５
５
米
）、幅
五
間（
９
米
）、の「
停
車
場
新
道
」（
現
・

「
東
町
通
り
」）
は
、当
時
の
地
価
で
、地
主
か
ら
買
収
さ
れ
た
が
、そ
の
買
収
総
額
七
〇
〇
〇
円
は
西
川
武
十
郎
・

井
下
田
慶
十
郎
・
三
上
権
兵
衛
・
西
川
利
三
郎
・
高
野
長
七
・
村
山
惣
重
・
三
上
徳
五
郎
ら
の
寄
付
に
よ
っ

て
充
当
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
新
道
に
沿
っ
て
、
有
志
の
寄
付
に
よ
っ
て
二
百
六
十
八
株
の
吉
野
桜
が
植
栽
さ
れ
、

後
に
、「
志
木
の
ト
ン
ネ
ル
桜
」
と
呼
ば
れ
、
名
所
と
な
る
。
駅
前
に
は
井
下
田
慶
十
郎
が
鉄
道
輸
送
の
貨

物
を
取
り
扱
う
丸
通
運
送
店
を
開
業
、
続
い
て
高
須
五
郎
が
開
店
し
た
。

　

開
業
の
当
日
よ
り
一
週
間
は
・
・
・

　
「
汽
車
半
ち
ん
」
の
チ
ラ
シ
（
次
の
33
頁
の
図
）
が
配
布
さ
れ
た
。
そ
の
路
線
図
を
眺
め
る
と
、
未
だ
東
京
駅

は
無
い
。
後
に
、
現
在
の
東
京
駅
が
完
成
し
た
の
は
、
同
年
十
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
の
池
袋

駅
を
通
過
す
る
「
山
手
線
」
が
環
状
運
転
を
開
始
し
た
の
は
、
大
正
十
四
年
だ
っ
た
。

　

東
上
鉄
道
は
、　

そ
の
後
、
第
二
期
工
事
と
し
て
の
田
面
沢
─
坂
戸
間
が
大
正
五
年
に
開
通
、
同
九
年
四

月
、
東
武
鉄
道
株
式
会
社
と
の
合
併
に
よ
っ
て
、
名
称
が
「
東
武
鉄
道
東
上
線
」
と
改
ま
り
、
大
正
十
二
年
、

坂
戸
〜
松
山
間
、
お
よ
び
松
山
〜
小
川
間
が
開
通
し
た
。
最
終
的
に
、
小
川
〜
寄
居
間
が
完
成
し
た
の
は
大

正
十
四
年
の
こ
と
で
、
池
袋
〜
寄
居
間
、
全
長
75
キ
ロ
の
東
上
線
が
全
通
し
た
。

　

昭
和
に
入
っ
て
か
ら
、
支
線
と
し
て
越
生
〜
坂
戸
間
の
鉄
道
が
設
け
ら
れ
、
池
袋
〜
川
越
間
が
電
化
さ
れ

た
の
は
昭
和
四
年
、
池
袋
〜
志
木
間
の
複
線
化
は
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　
五・十
五　
志
木
町
に
電
灯
が
つ
く

　

ま
た
、
電
話
が
開
通
し
た
の
も
こ
の
頃
で
、
か
つ
て
、
現
在
の
「
市
場
通
り
」
の
中
央
部
に
所
在
し
た
「
志

木
郵
便
局
」
で
通
話
業
務
が
行
わ
れ
た
。
大
正
年
間
の
終
り
こ
ろ
の
「
埼
玉
県
番
号
簿
」
に
は
、
一
番
〜
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五
十
番
が
記
さ
れ
、
例
え
ば
，「
浦

和
商
業
銀
行
・
志
木
支
店
」
は

11
番
、「
国
立
第
八
十
五
銀
行
・

志
木
支
店
」
は
18
番
、「
志
木
合

同
タ
ク
シ
ー
」
は
33
番
、「
朝
日

屋
原
薬
局
」
は
37
番
、「
志
木
町

役
場
」
は
46
番
、「
志
木
駅
」
は

47
番
だ
が
、
現
在
で
も
、「「
志
木

合
同
タ
ク
シ
ー
」
は
、0033

、「
朝

日
屋
原
薬
局
」
は
、0037

、「
志

木
駅
」
は
、0047

が
使
わ
れ
て

い
る
。
末
尾
二
桁
は
当
時
の
ま
ま

で
あ
る
。

＝
続
く　

昭
和
、
平
成
時
代
へ
＝

開業の当日より一週間は・・・
　「汽車半ちん」のチラシ
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本
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
は
年
四
回
（
一
、四
、七
、十
月
、
各
五
日
）
発
行

「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
・
・
・

　
地
域
住
民
と
行
政
に
対
し
て
取
材
活
動
を
行
な
い
、
報
道
に

よ
っ
て
市
民
の
公
共
参
加
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
市
民
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

　
地
域
情
報
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
は
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
編
集
・

発
行
し
、
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」（
意
見
・
感
想
）
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL090

（3048

）5502

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
部　
原
宛
に
ど
う
ぞ

　
電
化
さ
れ
た
大
正
時
代
初
期
の
絵
葉
書

（
全
国
版
で
、「
志
木
町
市
中
其
一
」）

　
市
場
坂
上
か
ら

現
・
上
町
方
向
を
望
む

　
伊
豆
殿
堀
が
流
れ
、
左
手
前
は
、

料
亭
の
「
角
万
」、
続
い
て
西
川
本

家
（
現
／
西
川
医
院
）、
用
水
の
傍

に
「
火
の
見
櫓
」
が
立
つ


